














2. 豪州 Casey基地のThala Valley（東南極）
3. アルゼンチン マランビオ基地（南極半島セイモア島）














































































標高12～15mからWinter Quarters Bayに向かう斜面に廃棄 （面積：2ha）
冬季は海氷上に
・可燃物
処分地南端で、廃油をかけて野焼き、灰と残滓は処分場に撒き散らす。
1970年代の3年間：夏季でも海氷が凍結し、廃棄物で海岸が覆われた。
海底には：ドラム缶、車両、ワイヤーなど多くが存在
1980年： WQBからFortress Rocks（基地北東部の高台の窪み）に投棄場を移動（2ha)
1987年～：汚染の軽減策を実施
① 野焼きの禁止
② 陸上埋め立て処分の禁止
③ WQBとFortress Rocksのクリーンアップ（表面）
1990/91： Fortress Rocksでの野焼き・埋め立て終了（建物廃材からアスベスト）
排水以外の全廃棄物の持ち帰りを実施
1991/92： Fortress Rocksのクリーンアップ
金属：1800梱包
大型金属：1000m3
木材：57m3
ダンボール：300ｍ3
建築廃材：40m3
アスベスト：40m3
廃液（ドラム缶入り）：726,208リットル
2ha （200m×100m）掘削、選別、コンテナ、船積み廃棄物：5,352m3
持ち帰り廃棄物
1994年 4,000トン
1995年 3,000トン
1996年 2,700トン
廃棄物処理棟とｺﾝﾃﾅ
分別容器
コンテナ船で持ち帰り
廃棄物処理部門
固体廃棄物：夏12人、冬2人
有害廃棄物：夏4人、冬1人
① ノイマイヤー基地：200m/年 移動
埋没・・・・運用停止
② SANAEⅣ基地用物資の揚陸地点の移動
基地まで300km・・・夏基地必要
ドイツのノイマイヤⅡ基地の解体
背景
基地設備の譲渡
① SANAP夏基地へ
20ftｺﾝﾃﾅ×15基、ガレージ
② ロシア基地（プログスとノボ）へ
コンテナ21基、電源プラント、冷凍コンテナ
廃棄物・・・ケープタウンへ
1992～2009年（17年間）運用
直径8.38mの鋼板コルゲートの中に、20フィートコンテナを格納
建設時
ドイツのノイマイヤⅡ基地
17年後に15～20mの深さに埋没
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コルゲート内部のコンテナ配置
赤：南アフリカ夏基地へ
青：ロシア基地へ
黒：廃棄（CTへ）
2009／2010年シーズンに作業
契約会社17人＋ロシア2人で、12月29日～2月7日まで
・雪面上の施設、コルゲート内部は完全撤去
・残置物：コルゲート本体、雪中の配管、電線、斜抗の屋根
換気ダクト
解体総重量：440.8トン
旧ウィルクス基地
新ケーシー基地
旧ケ－シー基地
昭和
豪州旧ウィルクス基地の廃棄物
氷漬けになった建物
（2006年3月撮影）
1957年米国海軍 11,000トンの物資揚陸
100人で16日間で完成
1959年2月豪州に無償で委譲
その後増築・・・45棟
テント布地が敗れたJamesway hut
1969年 基地を放棄・・・旧ケーシー基地建設
スノードリフトと火災の危険
屋根はアスファルト
合板プレハブ建物にはアスベスト
1989～94年 基地を放棄・・・燃料、ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞ等の撤去
夏期に海洋汚染：
汚染源重金属、油、塗料、蓄電池
Thala Valleyの10倍の廃棄物
まとめ
１． 国際協力が大事・・・・特に内陸基地廃棄物
2. お金がかかる・・・・民間会社の協力、ボランティア、元隊員
3. 短期間で実施する・・・・廃棄物の拡散防止
特別キャンペーンを組んで、資金・人材を投入
